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の公共料金値上げは中止を主張！市民負担増本共産党日
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一
藤
沢
市
議
会
９
月
議
会
定
例
会
は
旧
月
６
日
に
終
了
し
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
一

一
度
の
決
算
審
議
が
行
わ
れ
、
日
本
共
産
党
市
議
団
は
市
民
要
求
実
現
の
立
場
で
積
一

一
極
的
に
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
公
共
料
金
の
値
上
げ
条
例
や
市
民
の
み
な
さ
一

一
ん
か
ら
の
請
願
や
陳
情
も
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
状
況
の
一
部
を
報
告
し
ま
一

｝
す
。
次
の
議
会
は
今
年
最
後
の
吃
月
議
会
で
す
。
会
期
は
佗
月
１
日
ｌ
吃
月
創
日
一

一
ま
で
の
創
日
間
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
意
見
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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２
０
１
６
年
か
ら
公
共
料
金
の
値
上
げ
が

検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
｜
年
遅
れ
で
９
月

議
会
に
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
６
施
設
を
値

上
げ
す
る
条
例
改
正
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
社
会
教
育
や
福
祉
目

的
な
ど
で
市
民
が
利
用
し
て
い
る
施
設
で
す
。

桐
原
野
球
場
の
よ
う
に
本
来
無
料
に
す
べ
き

小
中
学
生
の
使
用
料
ま
で
も
値
上
げ
で
す
。

ど
れ
も
、
提
案
理
由
に
「
受
益
と
負
担
の

適
正
化
を
図
り
、
社
会
的
公
平
性
を
確
保
」

と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
公
共
施
設
を
市
民
が
使

う
こ
と
が
受
益
な
の
で
し
ょ
う
か
。
会
議
室
な

ど
は
本
来
無
料
に
す
べ
き
で
す
。

ビ
ー
ス
リ
レ
ー
ふ
じ
さ
わ
（
代
表
・
神
宮
弘

道
氏
）
か
ら
提
出
さ
れ
た
核
兵
器
禁
止
条
約

へ
の
署
名
を
政
府
に
求
め
る
請
願
は
、
総
務
常

任
委
員
会
で
は
４
対
３
で
可
決
し
ま
し
た
が
、

本
会
議
で
は
反
対
多
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
藤
沢
市
議
団
は
「
藤
沢
市
の

議
会
と
し
て
、
こ
の
歴
史
的
な
『
核
兵
器
禁

止
条
約
』
に
日
本
政
府
が
一
刻
も
早
く
署
名

し
、
調
印
す
る
こ
と
を
促
す

こ
と
は
、
市
民
の
代
表
と
し

て
の
責
務
だ
」
と
討
論
し
賛

成
し
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
度
か
ら
小
児
医
療
費
の
無
料

化
を
中
学
卒
業
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
新
日
本
婦
人
の
会
か
ら
提
出

さ
れ
た
所
得
制
限
（
扶
養
１
人
の
場
合
、
年

収
約
８
２
３
万
円
以
下
）
撤
廃

を
求
め
る
陳
情
は
厚
生
環
境
常

任
委
員
会
で
審
議
、
採
決
さ
れ
、

賛
成
少
数
で
趣
旨
不
了
承
に
な

り
ま
し
た
。

小
児
医
療
費
中
学
生
ま
で

の
無
料
化
に
所
得
制
限
つ

け
な
い
で
の
陳
情
を
否
決

総
務
議
会
で
可
決
す
る
も
本
会
議
で
は
否
決
！

ロ

〔9月議会での主な議案や請願･陳情に対する各会派の態度と採決結果
１
Ｊ

鶚
聖
堂
堅
肘
に
韮
動
る
誇
匪

議案･請願･陳情･意見曹の要旨 共市民湘公無赫自会議 結果

平成28年度藤沢市一般会計決算の認定 ×○○○○○×○本会議可決

青少年会館太陽の家・大庭墓園など公共料金値上げ6議案 ×○○○○○○○本会議可決

教育委員会委員の任命 ○○○○○○○○本会議可決

薬害肝炎救済法の延長を求める意見書（薬害肝炎弁護団・原告団） ○○○××○○×本会議可決

核兵器禁止条約に署名することを政府に求める請願(ビｰｽﾘﾚｰ･ふじさわ）○9獣○××9級○×本会議否決

重度障害者医療費助成制度継続を求める陳情(藤沢胄友会） ○○○○○○一一厚生了承

障害児者･透析患者を含む移動困難者に支援を求める陳情（藤沢腎友会）○○○○○○一一厚生了承

辻堂市民ｾﾝﾀｰ再整備を基本構想からのやI)直しを求める陳情(個人．署名483人）○×××××一一総 務不了承

中学生の医療費無料化に伴う所得制限撤廃を求める陳情(新婦人の舗沢刑)○×○××一×一子ども不了承

学童クラブの開所時間延長にかかる陳情（市民個人） ○○×××一一×こども不了承

#:B韓蔵(4A)m:旅ｸﾗﾌﾞ瓢(8A)R:駐ｸﾗ {7A)M;ふじさb棚飴(6A)1:獄畝職(5+¥)g:顯履ｸﾗ {3A)":市跡ｸﾗ (1AI g:自民態沢(1A)

，ご意見．ご要望をお気軽にお寄せください1、
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（日本共産党議員団控室にて）
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施設名

桐原野球場

青少年会館

太暘の家

大庭台墓園

市民ギｬﾗﾘｰ

看護学校

値上げの状況

小中学生250円→325円

一般 390円今500円

和室を除き、全ての黄部屋を30円か
ら120円の値上げ

体育室･会議室40円～700円
(例えば体育室夜間使用2340今3040円）
普通墓地管理料1460円-〉1530円
芝生墓地管理料1720円→1800円
一般’

(第二・第三)5000円一>6000円

入学金13000円→22000円

ー

ホ室（第一)10000円今12000円



高すぎる介護保険料の負担軽減を！
’

「
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署
名
を
国
に
働

核
兵
器
禁
止
条
約
が
国
連

で
１
２
２
カ
国
の
賛
成
で
成
立

し
ま
し
た
。
唯
一
の
戦
争
被
爆

国
の
日
本
政
府
は
こ
の
条
約
に

反
対
し
て
い
ま
す
。
核
兵
器
廃

絶
平
和
都
市
宣
言
を
し
て
い
る

藤
沢
市
の
首
長
と
し
て
、
市
長

は
政
府
に
対
し
て
禁
止
条
約
に

署
名
を
求
め
る
べ
き
と
迫
り
ま

教
員
の
非
正
規
化
問
題
と
辻
堂
市

１
９
伝
民
セ
ン
タ
ー
移
転
問
題

来
年
度
か
ら
第
七
期
藤
沢

市
介
護
保
険
事
業
計
画
が
ス

タ
ー
ト
し
、
介
護
保
険
料
が
改

定
さ
れ
ま
す
。
市
は
高
す
ぎ
る

介
護
保
険
料
の
負
担
軽
減
を
お

こ
な
い
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
を

守
る
べ
き
で
す
。

藤
沢
市
の
介
護
保
険
事
業
運

営
基
金
に
は
、
平
成
空
年
度
末

で
約
奉
億
円
あ
り
ま
す
。
そ
の

教
員
の
非
正
規
化
に
つ
い
て

の
質
問
で
、
藤
沢
市
で
は
、
昔

は
産
休
育
休
や
療
養
休
職
の
代

替
え
だ
っ
た
、
臨
時
任
用
職
員

が
、
今
は
４
月
か
ら
学
級
担
任

を
持
つ
こ
と
も
増
え
、
全
教
員

の
１
１
．
８
％
に
も
の
ぼ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

「
辻
堂
市
民
セ
ン
タ
ー
公
民

館
移
転
計
画
」
問
題
で
は
、
複

合
化
あ
り
き
の
計
画
で
あ
る
こ

と
、
住
民
合
意
が
不
十
分
で
あ

る
こ
と
な
ど
の
問
題
が
噴
出
し

て
い
ま
す
。 介

護
保
険
料
の
軽
減
は

基
金
を
使
え
ば
十
分
に
可
能
で
す
。

■
王
屋
俊
則
議
壹
が
号
般
質
問
■
■
■
■
■

し
た
。市

当
局
は
「
政
府
は
核
保

有
国
と
の
橋
渡
し
役
を
果
た
し

て
欲
し
い
」
と
の
答
弁
に
と
ど

ま
り
し
た
。
ま
た
、
ジ
ェ
ッ
ト

機
爆
音
の
解
消

と
オ
ス
ブ
レ
イ
の

飛
来
中
止
を
求

め
ま
し
た
。

一
部
を
活
用
し
、
保
険
料
の
負

担
軽
減
を
図
る
こ
と
は
十
分
に

で
き
ま
す
。
第
六
期
の
介
護
保

険
料
の
算
定
に
あ
た
っ
て
は
基

金
を
活
用
し
て
大
幅
値
上
げ
を

抑
え
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
国
は
費
用
負
担
を
減

ら
し
、
市
町
村
と
住
民
に
負
担

を
押
し
つ
け
て
い
ま
す
。

市
の
答
弁
は
、
「
保
険
料
に
つ

私
は
、
日
照
問
題
を
は
じ
め

と
し
た
団
地
要
望
の
扱
い
と
、

各
施
設
機
能
が
削
ら
れ
た
配

置
計
画
の
経
緯
を
質
問
し
ま
し

た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
駐
車
場

が
印
台
が
副
台
に
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
が
３
面
か
ら
２
面
に
、
談
話

室
は
４
か
ら
２
室
に
、
交
流
ス

ペ
ー
ス
は
叩
、
が
た
重
ｍ
と
減
少

１

し
て
い
ま
す
。
一
方
、
今
と
比

く
る
と
体
育
室
、

音
楽
室
、
保
育

室
が
新
設
さ
れ

ま
す
。

【藤沢市議会12月定例会日程(予定)】 い
て
は
、
利
用
二
Ｉ
ズ
を
適
切

に
見
込
み
、
制
度
改
正
も
勘
案

し
算
出
す
る
」
「
基
金
の
有
効

活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民

生
活
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
保

険
料
を
決
定
す
る
」
「
国
に
対

し
、
自
治
体
の
財
源
負
担
や
被

保
険
者
の
保
険
料
負
担
が
過
重

に
な
ら
な
い
よ
う
負
担
割
合
の

引
き
上
げ
と
給
付
費
の
ま
％
の

藤
沢
市
は
「
行
財
政
改
革

２
０
２
０
」
で
、
国
の
骨
太

方
針
に
従
っ
て
、
民
間
の
経
営

手
法
で
あ
る
「
Ｂ
Ｐ
Ｒ
一
の
推

進
を
か
か
げ
、
窓
口
業
務
を

民
間
に
委
託
す
る
検
討
を
行
う

と
し
て
い
ま
す
。
「
窓
口
業
務

は
単
な
る
手
続
き
業
務
で
は
な

今
年
最
後
の
吃
月
議
会
が
始
ま
り
ま
す
。
常
任
委
員

会
・
本
会
議
へ
の
傍
聴
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

他
月
議
会
が
始
ま
り
ま
す

行
政
改
革
の
名
で
窓
口
の
民
間
委
託
化

■
国
ｐ
汐
は
や
め
る
べ
き
と
主
張
！
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金
一
火
一
水
一
木
一
金
一
月
一
火
一
水
一
金
一
月
一
火
一
水
一
木

本会議

本会議

建設経済常任委員会

厚生環筧常任委員会

子ども文教常任委員会

総務常任委員会

補正予算常任委員会

議会運営委員会

本会議

本会議

本会議

本会議

本会議

１
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
制
一
値
一
旧
一
幅
一
旧
一
℃
一
釦
一
劃

議案上程

議案等質疑､委員会付託

士屋議員担当

味村議員担当

山内議員担当

柳沢議員担当

士屋議員担当

柳沢議員担当

議決･一般質問

一般質問

一般質問

|一般質問
|一般質問追加議案

（
会
期
は
佃
月
１
日
～
胞
月
劉
日
）

確
実
な
配
分
と
調
整
交
付
金
の

別
枠
化
を
要
望
し
て
き
た
。
今

後
も
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
か

ら
も
保
険

料
の
負
担

軽
減
に
全

力
で
取
り

組
み
ま
す
。

く
、
市
民
の
生
活
実
態
を
把

握
で
き
る
職
場
で
あ
る
」
「
機

械
的
な
民
間
依
託
化
は
や
め
る

べ
き
一
と
主
張
し
ま
し
た
。

次
に
、
片
瀬
海
水
浴
場
の

一
部
の
海
の
家
の
「
ク
ラ
ブ
化
」

問
題
を
取
り
上
げ
、
市
と
し
て

改
善
に
取
り
組
む
よ
う
主
張
。

請願締切
陳情締切

11月28日（火）正午まで
12月1日（金）17時まで
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